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ミュンヘン便り
～ドレスコード～

今年のミュンヘンの夏は、33 ～ 35度の日々
が続き、ミュンヘンにしては猛暑です。市民
の憩いの場であるイングリッシュガーデンで
は皆、水着姿で森の小道を闊歩しています。
暑いと、ごく自然に服装規定、いわばドレス
コードが緩くなるようです。最近の日本の夏
は熱帯並みの気温なので、いっそのこと開襟
のアロハシャツと半ズボンを日本の夏の標準
ドレスコードにしたらいいんじゃないかと半
分本気で思います。

暑い夏の日本でリクルートスーツに身を包
み、就職活動に邁進する学生さんを見ると
少々気の毒に思う一方で、弊所の採用面接の
際に想定外の服装に身を包んだ面接者を見る
と、内心むむ・・・となります。ある面接者
は、華やかな金色のニットドレスを着て登場
しました。襟ぐりが大きく開いており、常に
左右どちらか一方の肩から襟がずれ落ち、肩
がむき出しになります。それを引き上げる
と、反対側の肩から襟がずれ落ちますので、
また引き上げます。さらに、長い髪が落ちて
くるのをかき上げます。肩、髪の毛、肩、髪
の毛・・・。面接の間中ずっと、私はその忙
しさが気になりました。特許事務所の事務職
というポジションはその人にはあまり適切で
はないのではと内心思ったものの、同僚Hは
なんと気に入った様子。その事務職のポジシ
ョンは同僚Hとがっぷり組んで働くポジショ
ンなので、あまり強く反対意見を言わなかっ
たものの、内定を出した後日、「ミュンヘン
に引っ越すなら別れるとボーイフレンドに言
われたので、内定を辞退する」と当の本人が

伝えてきたときには内心ほっとしました。

別の面接者は、ブルージーンズにガバッと
した丸襟セーターという出で立ちでした。ち
なみにドイツでは、ビジネス上のミーティン
グにもジーンズはよく使われます。テレビの
アナウンサーがジーンズをはいていることも
あります。ただし、黒や黒に近いグレー、ダ
ークブルーなど濃い目の色のあまりジーンズ
に見えないジーンズで、擦り切れたり穴が開
いたりしたパンクなジーンズではありませ
ん。また上半身には、襟のあるシャツやジャ
ケットなど、きちんと見えるアイテムを選び
ます。別の面接者がブルージーンズを着て採
用面接に臨んだこともありましたが、上には
襟のあるきちんとしたシャツを着ていました
し、その日は真夏の大変暑い日でした。ジー
ンズにジャケットで臨むミーティングでお会
いするのは、通常はすでに何度もお会いして
いる方であって、初対面の方ではありませ
ん。従って、ドイツであっても、採用面接の
際にブルージーンズにガバッとした丸襟セー
ターという組み合わせは、かなりリラックス
した服装に映ります。自宅の居間のソファで
ポテトチップスを食べながらテレビを見ると
きの服装で面接に臨んでいる印象を受けまし
た。

ドイツで全ての面接者が想定外の服装をし
ているわけではありません。別の面接者は、
日本の一般企業の採用面接においても十二分
に通用すること間違いなしの黒のスーツに身
を包み、長い髪の毛をきっちりときれいにま
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とめていました。面接のために身だしなみを
整えてきたことが、よく伝わってきます。特
許事務所や法律事務所、会計事務所では服装
基準が通常よりも格式張っている傾向にあ
り、事務所によってはジーンズ禁止というと
ころがあるのは、日本・ドイツ同じです。

私自身は、普段の仕事着はあくまで仕事着
と割り切り、動きやすく長時間座っていても
快適な服を好みます。スウェットスーツなど
のスポーツウェアで仕事をしたいのが本音で
すが、事務所の雰囲気を損ねそうなので、そ
れは我慢しています。ただし、採用面接があ
るときは、普段と同様の服装では面接に来ら
れる方に申し訳ないので、ある程度きちんと
見えるように服装に少々気を付けます。

日本でドレスコードの明確な指定があるの
は、典型的には結婚式の披露宴でしょうか。
「ドレスコード」の指定は、ドイツではしば
しば大きなパーティの際に見かけられます。
ビジネス上のパーティでも、またプライベー
トなパーティでも。ビジネス上のパーティで
あれば、ドレスコードは例えば「ビジネス」
などと簡単に指定されます。プライベートパ
ーティのドレスコードはもっと複雑です。
「絶対カジュアル」、「klein Schwartz」（ブラ
ックタイの一歩手前）などはわかりやすいの

ですが、変わったところでは「80年代」とい
う指定がありました。「1980年代」風の服装
をするという意味です。

さて、締めとして、まだまだ暑いであろう
日本の皆様に、清涼感あふれるオーストリア
アルプスの写真をお届けします。この写真
は、先日オーストリアアルプスのアルム（牧
草地）にある山小屋で開かれた誕生日パーテ
ィの際のもの。ドレスコードの指定は「民族
衣装」（この場合は、ドイツ南部からオース
トリアアルプス地方にかけての民族衣装）で
した。
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